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当社㈱構造計画研究所は，（一社）粉体工学会に入会
して今年で 6年目となる。東京大学の酒井先生とのご縁
をきっかけに入会し，多くの先生や企業の方にご支援い
ただき，粉体シミュレーションの発展に取り組んできた。
今まで粉体分野には馴染みの薄かった当社が，なぜ，粉
体シミュレーションに携わっているのか，まずは当社の
紹介を交えながら述べていきたい。
当社は 1959年に建築の設計事務所として設立された。

当時，日本でコンピュータがほとんど普及していない時
代にその可能性に着目し，1961年に米国の IBM社から
コンピュータを導入し，業界に先駆けてコンピュータを
用いた建築設計を始めた会社である。建築の設計者の使
命の一つは地震に強い，災害に強い建物を考えることで
ある。しかしながら，コンピュータがなかった時代，設
計者の時間の多くは構造物の強度を算出するための単純
かつ膨大な計算業務に費やされていた。単純な繰り返し
計算はコンピュータに任せ，エンジニアはより創造的な
仕事をするために当社は早くからコンピュータを活用し
てきた。
建築の設計分野におけるコンピュータの活用から事業

が始まり，その後はコンピュータ技術を生かし，情報通
信分野におけるシステム開発や製造業における設計支援
と事業領域を広げてきた。製造業では 1990年代の 3次
元 CADの普及に伴い，構造解析や熱流体解析などのコ
ンピュータシミュレーションにより製品検証をおこなう
CAE（Computer Aided Engineering）がブームとなった。
この頃から当社では CAEに必要なシミュレーションソ
フトの販売に取り組み，自動車や電機，機械といった分
野においてものづくりの支援をおこなってきた。
現在の日本で使われているシミュレーションソフトの
多くは海外で開発されたものである。そのような中，日
本のものづくりを日本の技術で支援したいという想いか
ら酒井先生との運命の出会いをきっかけに粉体シミュ
レーションソフトの開発に着手した。多くの企業の皆様，
大学の先生方にご支援いただき 2017年より粉体シミュ
レーションソフト iGRAFを販売開始することができ現

在に至っている。
ここからは粉体に限らず，シミュレーションを活用す
るための注意点について述べたい。時間が限られる現場
において効率よく成果を上げるにはシミュレーションの
適用範囲を見極めることが重要である。シミュレーショ
ンソフトの紹介動画を見ると様々な事例が掲載されてお
り，あたかも何でも出来そうな気がするが，複雑な現象
ほど計算時間がかかり，精度の確保も難しくなる。問題
によってはシミュレーションよりも実験の方が早く正確
な場合もある。シミュレーションを用いて課題に取り組
むのであれば，まずはシンプルなモデルから始め効率よ
く結果を出していくことが重要となる。例えば，粉体搬
送のシミュレーションの場合，初めから粉体を考慮した
計算を行うのではなく，まずは気流のシミュレーション
を実施し流れの滞留がどこで起こっているのか確認す
る。その上で，粉体の挙動も含めた検証が必要となれば
粉体を考慮するのが良い。考慮する物理現象が増えるほ
どシミュレーションの難易度は高くなるからである。ま
た，シミュレーションを用いて課題に取り組む上で，気
を付けたいのが精度の追求である。精度の追求に時間を
かけてしまい結果として，時間内に結果が得られないと
いうことがよく起こる。精度を追求するよりもある程度
の誤差は許容した上で，複数のアイデアを比較検討する
ためにシミュレーションを用いるのが望ましい。装置の
運転条件やレイアウトを変更したときに現象がどのよう
に変化するのか傾向を把握していくやり方が効果的で
ある。
このようにシミュレーションの普及に向けては技術開
発だけではなく，利用技術の向上が重要である。現在，
筆者は日本粉体工業技術協会において粉体シミュレー
ション技術利用分科会の代表幹事を拝命し，東京大学の
酒井先生，広島大学の石神先生と共に粉体シミュレー
ションの産業利用に取り組んでいる。学術界の最新の研
究成果を紹介する情報フォーラム，企業の活用事例を紹
介する分科会，技術者を育成するための粉体シミュレー
ションの実践講習会などを開催している。是非，興味の
ある方は協会の HPを確認頂きたい。
最後にシミュレーションの産業利用の推進には学術
界，ソフトウェアベンダー，ユーザ企業の 3者の交流が
必要である。粉体工学会や日本粉体工業技術協会の場を
お借りして，皆様との交流を促進し，粉体ものづくりの
発展に貢献できればと考えている。これからもご指導ご
鞭撻を賜りたく存じる。
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